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末永聖武准教授に聞くインタビュー

海洋シアノバクテリアから次々に未知物質を発見し、その有用性に迫ろうとしている
末永さん。研究者としての心得も指導者としての在り方も、大学時代に出会った師匠
から受け継いでいる。化学に特に興味のなかった少年が、どのようにして未知物質探
索に夢中になっていったのだろうか。

──どんな子ども時代を過ごしたので

しょうか ?

　福島県会津生まれの仙台育ちです。ノ

ンビリしたところで育ったので、周囲に

塾に通っている子どもはいませんでした

し、親に勉強しろといわれたこともあり

ませんでした。だから、中学校くらいま

では家で勉強をしたことがほとんどあり

ません。

　小さい頃は、国鉄（現在の JR）に勤

めるものと思っていました。わが家は

曾祖父の代から 3 代続いて国鉄職員で、

私は国鉄の官舎で育ちました。実は父は、

東北新幹線の初代運転士の 1 人だった

んです。私が小学生の頃、東北新幹線の

開通に向けて父が運転士になるための勉

強をしていたのを覚えています。私の子

どもは、何をやっているのかわからない

私よりも、私の父のことを尊敬している

ようです。

──化学に進もうと思ったきっかけは何

だったのでしょう。

　宇宙にあこがれた時期もありましたし、

大学に入るまでは物理の方が好きでした。

しかし、大学で研究室を選ぶ頃には、天

然物や複雑な物質に興味をもつように

なっていました。ただ、当時の名古屋大

学の理学部化学科で有機化学系に進むの

は、ちょっとした覚悟が必要でした。後

にノーベル化学賞を受賞することになる

野依良治先生と、僕の師匠の山田靜
きよ

之
ゆき

先

生が研究室をもっていたのですが、どち

らもとても厳しい先生だったんです。結

局、私は山田先生の研究室に行きました。

――どんな雰囲気の研究室だったので

しょうか。

　所属した当初は知らなかったのですが、

山田研究室はとても伝統のある研究室で

した。山田先生の前任でかつ師匠の平田

尊敬できる師匠との
出会いがあったから、
今の自分がある

義正先生は、フグ毒のテトロドトキシン

の研究で世界的に有名な方です。クラゲ

の発光物質の研究で、2008 年にノーベ

ル化学賞を受賞した下村脩
おさむ

先生は平田

先生の研究室で研究していたことがあり

ます。私は、偶然にも天然物化学がもっ

とも盛んな場所の 1 つに身を置くこと

になったんです。

　今でも「生物活性分子の化学」という

学部 3 年生向けの授業のはじめに、師

匠である山田先生の「ワラビ発がん物質」

の研究を紹介しています。

――人生最初の研究はどのようなもの

だったのでしょうか ?

　アメフラシという大きなナメクジみた

いな海洋生物からとれるアプリロニン A

という物質の合成でした。アプリロニン

A は山田研究室で発見された抗がん物質

なんですが、アクチンに作用する点が当

時非常に珍しかったのです。修士 2 年

の終わりに、あと一歩というところまで

行ったんですが、最後の反応がどうして

も進まなくて、結局、万策つきてしまい

ました。仕方なく、ずっと手前の物質ま

で戻って改めて合成方法を組み立て直し

ました。9 合目まで登ったのに、アッと

いう間に 3 合目までずり落ちてしまっ

た気分でした。それでも、途中で投げ出

すわけにはいかないと頑張りました。合

成に成功した時には、博士 1 年の終わ

りを迎えていました。

　なお、この物質の作用機構の研究は山

田先生の弟子の木越先生（筑波大学）が

（左）海洋シアノバクテリアを有機溶媒で抽出しているところ。数日間抽出した後、ろ過・濃縮して抽出エキスを
得る。（右）化学合成の研究では、反応の進行を薄層クロマトグラフィー（TLC）で調べる。TLC を分離の手段と
して用いることもある。



　　

末永聖武　Kiyotake�Suenaga

専門分野は天然物化学。海洋生物からの生物活
性物質探索に従事。現在は、海洋シアノバクテ
リアを中心に研究を進めている。1992 年名古屋
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筑波大学化学系講師等を経て、2006 年慶應義塾
大学理工学部化学科助教授、現在に至る。1998
年には井上研究奨励賞、2003 年には日本化学会
進歩賞を受賞。

引き継がれています。最近、学会で講演

を聴いたのですが、新たな展開が見えて

きたようです。

　合成が完了したので、博士に進んだら

やりたいと思っていた「単離と構造決定

をやらせて欲しい」と山田先生にお願い

する決心をしました。誰かが単離・構造

決定したものを合成するのではなく、自

分で新しいものを見つけたかったんです。

そうしたら、先に山田先生の方から「単

離をやれ」といわれました。何もいわな

くても、気持ちは伝わっていたんだと感

じましたね。

　タツナミガイ 250kg 分のエキスを材

料に、地道な単離作業を繰り返して、最

終的に 0.5mg ほどのオーリライドとい

う物質を採取しました。

――根気のいる研究のようですが、息抜

きはどうしていますか。

　趣味は、音楽鑑賞です。大学に入った

頃から、名古屋周辺のコンサートを聴

きに行くようになりました。年に 50 〜

60 回通っている時期もありました。東

京には 9 つもプロのオーケストラがあ

るのを知っていますか。音楽好きにはた

まりませんね。東京交響楽団の定期会員

になっていますし、昨日は N 響のコン

サートに行ってきました。公演によって

は託児サービスがあって、6 歳と 3 歳の

息子を預けられるんです。9 歳の娘は一

緒に聴きますが、寝ていることが多いで

す。私が好きで行くのでそれでいいかな

と思っています（笑）。とてもリフレッ

シュします。

　それから、できるだけ子どもとの時間

をとるようにしています。朝ご飯と夕ご

飯は一緒に食べます。家が近いので、一

度家に帰って夕ご飯を食べて、子どもた

ちをお風呂に入れてからまた大学に戻る

んです。子どもとの時間も、息抜きです。

――素敵なパパですね。教え子の学生さ

んたちにはどのように接しているのです

か。

　厳しい先生かもしれません。英語で書

かれた教科書を持ち回りで読む輪講、自

分たちの読んだ専門雑誌を紹介する雑誌

会、機器分析について学ぶ勉強会をそれ

ぞれ週 1 回やっています。研究室の学

生十数人のうち 5 人が担当するので、2

〜 3 週に一度は何かを担当します。こ

れは、かなり勉強させていると思います。

　実験をおろそかにして欲しくはありま

せんが、それ以上に広く勉強して力をつ

けて欲しいんです。この分野なら、有機

化学の知識を一通り身につけて欲しい。

単離・構造決定をやっているからといっ

て、有機合成反応のことは知らないとか、

天然物合成をしていて生合成を知らない

などということがあってはいけないと思

うのです。

　私自身、学生時代にはずいぶん教育さ

れました。思い返してみると、当時は大

変でしたが、今となっては役に立ってい

ることが多いんですよ。企業に就職した

私の友人もそういっています。

◎ちょっと一言◎

学生さんから :

●�徳之島で忘れられないことがありま

した。手違いのためか民宿の部屋が予約

されておらず、夕方になって暗くなっ

てきたので、頼み込んで何とか 2 間続

きの部屋を貸してもらいました。そんな

状況でも、シアノバクテリア採取を精力

的に行いました。いつも先生のパワーに

引っ張られています。� （M さん）

●�有機化学反応でいろんな物質をつ

くってみたいと思ってここに来たので、

好きにやらせてもらえるのが心地いいで

す。困ったときには、一緒に考えてくだ

さるし、僕の提案も聞いてくださいます。

� （N さん）

� （取材・構成　池田亜希子）

さらに詳しい内容は
http://www.st.keio.ac.jp/kyurizukai
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